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スギ、ヒノキ間伐材
(津山森林組合より入手)

0

100

200

300

400

500

400 600 800 1000 1200Io
di

ne
 a

ds
or

pt
io

n 
ca

pa
ci

ty
 / 

m
g·

g-
1

Carbonization temp. / °C

Hinoki

Sugi

0

100

200

300

400

500

600

700

400 600 800 1000 1200

B
E

T 
su

rfa
ce

 a
re

a 
/ m

2 ·
g-1

Carbonaization temp. / °C

Hinoki

Sugi

◆ スギ、ヒノキ間伐材を炭化すると、
・より多孔質な構造を持つ
・表面積が増加
スギ:      613 m2g-1(1000℃)
ヒノキ： 393 m2g-1(700℃)

◆ 炭化温度800℃のスギ、ヒノキ炭化物
もっとも高いヨウ素吸着性能

◆ 機能性炭化物として期待できる

炭素粉末中
炭化

スギ間伐材 炭化温度500℃のスギ炭化物

スギ、ヒノキ炭化物試料

不活性ガスを使用しない

目的：木材資源を原料として利用し、かつ、機能性材料として転換を目指す

・どのような物性を持っているのか？
・どのような機能があるのか？

スギ、ヒノキ炭化物の物性評価
表面積 ヨウ素吸着性能


